

































































































謝に必須であることを示唆している｡一方､ saccharophagus degradans 2-40とp. atlantica
T6C由来のアガラーゼ遺伝子の相同配列もARO6株コンテイグ配列に兄いだされ､当該
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Lane M ;サイズマーカー(Phosphorylase b, 97.4k Da; serum albumin, 66.2k Da;
ovalbumin, 45k Da; carbonic anhydrase, 31k Da; and trypsin inhibitor, 21.5k Da) ､
lane 1 ; ARO6(PBBRIMCS)(pNIT6012) 14時間培養上清タンパク質3〃g､ 1ane2 ;
ARO6株14時間培養上晴タンパク質3　〃g､ lane 3; ARO6株24時間培養上清タ
ンパク質10　〃g､ 1ane4; ARO6株38時間培養上清タンパク質9　〃g｡三種類の
三角形はalyA遺伝子のプロセッシング産物を示す;斜線三角, 43 kDa;灰色三角,
33kDa;白抜き三角,30.5kDa｡
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論文審査結果の要旨
地球温暖化が問題になるなかで二酸化炭素排出の削減が提唱されており､膨大な量を占める海藻
バイオマスを有効に活用することでこの問題の解決に寄与することが可能である｡そのためには
難分解性多糖を構成成分とする海藻バイオマスを分解し､素材化する技術が必要である｡ †-プロテ
オバクテリアに属するPseudoalteromonas atlantica ARO6株は､高い藻分解能力を備えているが､応
用のためにも有用な知見となる本棟の海藻分解機構に関する研究はなかった｡一方､海藻の主要
構成成分であるアルギン酸と寒天の各々の分解に関わる微生物由来のアルギン酸リア-ゼとアガ
ラーゼについて､その基本的性状や局在性､酵素遺伝子等は国内外で詳細な解析がなされている
ものの､酵素遺伝子の発現制御は明らかにされていない｡本研究では､ ARO6株のアルギン酸リア
-ゼとアガラーゼを解析するとともに､本棟の遺伝子操作技術を確立し､ゲノム情報を用いて当
該遺伝子の発現制御やアルギン酸代謝経路を解明する研究に取り組んだ｡
まず､本株が培地上沼に産生するアルギン酸リア-ゼの特性とその遺伝子alyAを解析した｡
alyA破壊株の作製により､ alyA産物が培養上活に産生される酵素の本体であり､本棟のアルギン
酸資化に重要な役割を果たしていることを明らかにした｡また､ alyAの発現解析から､ alyAが基
質による制御とカタボライト抑制を受け､当該抑制-のalyA上流領域の関与が明らかになった｡
そして､これらの制御を解明するために必要な分子遺伝学的手法を確立した｡
さらに､ ARO6株ゲノムを解析し､新たに4つのアルギン酸リア-ゼ候補遺伝子とアルギン酸代
謝関連遺伝子のクラスターを特定した｡このクラスター内-プラスミドを挿入することで得た変
異株はアルギン酸資化能を喪失したために､このクラスターがアルギン酸資化に必須の遺伝子を
含んでいるという新規かつ重要な知見を提示した｡また､ 4つのアガラーゼ遺伝子候補を特定し
た｡
以上の成果は酵素の発現制御機構の解明と海藻多糖代謝の全容解明の重要な基盤情報であり､
酵素利用技術の開発の基礎となる｡本成果は､海藻の利用技術のみならず､海洋環境における有
機物の循環に関わる微生物間の相互関係や､分解酵素発現に関わる細胞膜を介したシグナル情報
伝達機構の解明に繋がることが期待できる｡
本研究の成果は､論文提出者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有す
ることを示しており､松嶋良次氏提出の論文は,博士(生命科学)の博士論文として合格と認め
る｡
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